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ホームレスの方への理解を深めましょう
～ どうしてホームレスになってしまうのか ～

生活にお困りの方のための支援制度があることをご存じですか？

フーPのウタ
（テーマ：障害者／対象：一般・企業・学校)

(10分)(2019年)
No.163

いじめ　心の声に気づく力
（テーマ：いじめ防止／対象：一般・学校〔小学校〕)

(19分)(2018年)
(字幕付き)
No.164

君が、いるから
(テーマ：子ども・若者の人権・虐待／対象：一般・学校)

(33分)(2018年)
(字幕・副音声付き)
No.165

ハラスメントを生まないコミュニケーション
～グレーゾーン事例から考える～
（テーマ：ハラスメント／対象：企業)

(25分)(2018年)
(字幕・副音声付き)
No.167

公正な採用選考が企業にもたらすもの
（テーマ：公正採用/対象：企業)

(25分)(2018年)
(字幕・副音声付き)
No.166

トランスジェンダー　～未悠・彩・歩夢～
(テーマ：LGBT／対象：一般)

(27分)(2018年)
(字幕付き)
No.168

愛知県 生活困窮

・生活に困っているが、
　相談先が分からない
・仕事が見つからない

生活のこと
・借金を抱えており、
　仕事はしているが
　生活が苦しい

お金のこと

・お金に困っているが、
　子どもに勉強をさせて
　あげたい

子どものこと
・収入がなく、家賃を払う
　ことができない
・会社を解雇され住む場所
　がない

家のこと

〉〉〉

障害や障害者に対する理解促
進のきっかけとなるために作成さ
れました。
フーPさんが、これまでのこ
と、ふだんの暮らしのこと、バン
ドで歌っているときのこと、好き
なことやこれからのことを語って
います。
2018年度愛知県「障害及び障
害者に対する県民理解促進事業」

企業において、採用選考は会社の未来を
描くための大切な業務であり、それを公正
に行うことによって良い人材を確保するこ
とは、企業の発展に不可欠なことです。
このDVDは、公正な採用選考の意義や、
公正さをいかに守っていくかなどについ
て、具体的な事例をふんだんに盛り込み、
企業の採用担当者の目線で分かりやすく描
くものです。

一見、コミュニケーションが良好に見え
る職場にも、ハラスメントの落とし穴はひ
そんでいます。もしかしたら、普段の何気な
い言動が知らぬ間にハラスメントになって
いるかもしれません。ハラスメントを生ま
ないために、どのようなことを意識すれば
良いのでしょうか。
様々な事例をもとに、それぞれの立場の
考え方や、気づきのポイントを示し、職場で
のコミュニケーションのあり方を考えてい
きます。

ここ１０年で急速に可視化したLGBT。し
かし、知識だけでは本当の理解には届かな
い。当事者と出会い、向き合うことが求め
られている。
未悠(アパレル会社)・彩(大学教員)・歩夢
(運送会社)３人三様の本音トークとドキュ
メントで構成した本作品は、我々の隣で普
通に暮らすトランスジェンダーたちの真の
姿と共に、それぞれの家族や友人たちの思
いも描いた作品です。

このDVDは、母親からの心理的虐待に
悩む若者「奏」が主人公です。生き方を制
限され、自分が愛されていると感じること
ができず自己肯定感の低い彼女が、コンビ
ニエンスストアで出会う人々とのふれあい
を通して、新たな価値観に気づいていきま
す。ともに心を通わせ、信頼することの先に
「希望」と「幸せ」があることを奏の成長を
通して描いていきます。
子どもや若者が社会的に成長し、自立し
ていくために、人と人が関わり支えあいな
がら希望の種をまいていく、そんな社会の
実現を目指すドラマです。

このDVDは、小学校中・高学年向けの、
いじめ防止教材ドラマです。
本作品では、子どもたちがドラマに登場
するいじめの被害者・加害者・傍観者の立
場に自分を置き換えて視聴することで、い
じめ行為を受けたクラスメイトの本当の気
持ちに気づく力を養い、いじめの傍観者に
ならず、解決のために何か行動しようとす
る意識を持つことをねらいとしています。

生活困窮者自立支援制度はこ
のような不安やお困りごとを抱え
ている方の支援を行います。
詳しくは「愛知県 生活困窮者自

立支援制度」でご検索ください。

新着DVDをご紹介します。あいち人権啓発プラザでは、DVDリストをご用意しています。
お電話でのご予約も可能ですので、どうぞお気軽にお問い合わせください。

新着DVDのご紹介
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【愛知県内のホームレスの方の数の推移】
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愛知県内のホームレスの方の数は、令和2年1月の調査で181人が確認されました。これは初めて全国調査が行われ
た平成15年1月の調査の2,121人から1,940人の減少となっています。
現在確認されているホームレスの方の多くは名古屋市など大都市圏に偏っている一方、いくつかの市町村でも、少数
ですがホームレスの方が確認されています。
どうしてホームレスになってしまうのでしょうか？その生い立ちには、幼いときに家族を失ったり、病気やけが等により
仕事を失ってしまったりなどの背景がある場合もあります。
そして、困難な状況になったとき、誰にも相談できないまま、社会から孤立してしまい、結果として住む場所までも失っ
てしまった場合があります。一度住む場所を失ってしまうと、再び元の生活を取り戻すのには多くの問題を解決しなくて
はなりません。
多くのホームレスの方は、各種の支援施策や生活保護などを活用し、住まいを確保し、ホームレスから抜け出すことが
できました。
しかし、それだけでは、社会から孤立している状況に変わりありません。地域や社会の中で生活を続けるためには、社

会や人とのつながりを作っていくことが必要となり
ます。
　ホームレスという問題への理解を深めて、ホーム
レスの方を生まない社会にしていくためには、私た
ち一人一人が考えていくことが大切ではないでしょ
うか。地域で生活する私たちもお互いに支え合い、
助け合える関係にあることがとても大切です。
　そのうえで、自分の中にある偏見と向き合い、誰
もが暮らしやすい社会を目指して、私たちに何がで
きるかを考えていきましょう。


